
平成２７年度

第９回大分県教育委員会 議事録

日 時 平成２７年７月２８日（火）
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平成２７年度

第９回大分県教育委員会

【議 事】

（１）議 案

第１号議案 教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価の

実施方針について

（２）報 告

①大分県長期教育計画の策定について

②全九州高等学校体育大会及び第３５回九州ブロック大会夏季大会の

結果について

（３）その他
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【内 容】

１ 出席者

委 員 教育長 工 藤 利 明

委員 林 浩 昭

委員 岩 崎 哲 朗

委員 松 田 順 子

委員 首 藤 照 美

委員 高 橋 幹 雄

欠席委員なし

事務局 教育次長 宮 迫 敏 郎

教育次長 落 合 弘

教育次長 大 城 久 武

参事監兼教育財務課長 岡 田 雄

参事監兼高校教育課長 岩 武 茂 代

教育改革・企画課長 能 見 駿一郎

教育人事課長 藤 本 哲 弘

福利課長 姫 野 浩 之

義務教育課長 後 藤 榮 一

生徒指導推進室長 江 藤 義

特別支援教育課長 後 藤 みゆき

社会教育課長 曽根﨑 靖

人権・同和教育課長 甲 斐 順 治

文化課長 野 尻 明 敬

体育保健課体育・スポーツ振興監 井 上 倫 明

教育改革・企画課主幹 伊 藤 功 二

教育改革・企画課主査 石 丸 一 輝

２ 傍聴人 ４ 名
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開会・点呼

（工藤教育長）

それでは、委員の出席確認をいたします。

本日は、全委員が出席です。

ただいまから平成２７年度 第９回教育委員会会議を開きます。

署名委員指名

（工藤教育長）

本日の議事録の署名委員でございますが、岩崎委員にお願いしたいと

思います。

会期の決定

（工藤教育長）

本日の教育委員会会議はお手元の次第のとおりであります。

会議の終了は１３時４０分を予定しています。

よろしくお願いします。

議 事

（工藤教育長）

それでは、議事に入ります。

【議 案】

第１号議案 教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価の実施

方針について
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（工藤教育長）

はじめに、第１号議案「教育に関する事務の管理及び執行の状況の点

検及び評価の実施方針について」提案しますので、能見教育改革・企画

課長から説明いたします。

（能見教育改革・企画課長）

第１号議案「教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価

の実施方針について」説明いたします。

資料の４ページをお開きください。こちらに点検及び評価に関する地

教行法の関連条文の抜粋をつけています。地教行法第２６条第１項に「教

育委員会は、毎年、その権限に属する事務の管理及び執行の状況につい

て点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会

に提出するとともに、公表しなければならない。」とされています。ま

た、第２項で「教育委員会は、点検及び評価を行うに当たっては、教育

に関し学識経験を有する者の知見の活用を図るものとする。」とされて

います。

この点検・評価を行うに当たり県教育委員会として実施方針を定めて

います。この第２項を受けまして、昨年度まで「新大分県総合教育計画

フォローアップ委員会」を設置していました。今回、大分県長期教育計

画を策定するに当たり、「大分県長期教育計画委員会」という名称の委

員会を新たに立ち上げ、点検・評価も併せて行っていただくこととした

ところです。

資料がとびますが、報告①の２枚目以降に第１回計画委員会の資料を

つけています。２ページ目に新たに立ち上げました長期教育計画委員会

の委員名簿をつけていますので、ご参照いただければと思います。

資料に戻りますが、新たに長期教育計画委員会を立ち上げたことを受

けまして、今年度の点検・評価を行うに当たって、資料の２ページの案

のとおり新たな実施方針を定めたいので提案させていただくものです。

具体的には、資料３ページの新旧対照表をご覧ください。変更部分に下

線を引いていますが、第３条、第４条につきましては長期計画及び委員

会の名称変更に伴う修正です。そのほか今般の地教行法の改正に伴う条

ずれ、その他所要の規定を整備しています。

なお、第２条にありますとおり、点検・評価は９月までの間において

実施し、報告書は、例年９月議会に提出しています。それから第４条第

３項の規定に従い、報告書の議会提出に先立ち、９月の教育委員会会議

で点検・評価の総括と報告書の決定をいただくことになりますので、ご

承知おきをいただきたいと思います。

ご審議の程、よろしくお願いいたします。

（工藤教育長）
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ただ今、提案のありました議案について、審議を行います。ご質問・

ご意見等のある方はお願いします。

（工藤教育長）

よろしいでしょうか。それでは、ただ今、提案のありました第１号議

案の承認について、お諮りいたします。第１号議案について、承認され

る委員は挙手をお願いします。

（採 決）

（工藤教育長）

第１号議案については、提案どおり承認します。

【報 告】

①大分県長期教育計画の策定について

（工藤教育長）

それでは、報告第１号「大分県長期教育計画の策定について」能見教

育改革・企画課長から報告いたします。

（能見教育改革・企画課長）

７月１日に開催しました第１回長期教育計画委員会における委員から

の主なご意見について、報告いたします。

参考資料として第１回委員会の資料を添付していますので、まずはこ

ちらから説明いたします。５ページをお開きください。本資料は計画の

策定体制及びスケジュールを示した資料になっています。策定スケジュ

ールといたしましては、長期教育計画委員会を計３回程度開催し、来年

の第１回定例県議会で成案を得て、来年度当初から計画をスタートさせ

たいと考えております。

次に６ページをお開きください。こちらでは次期計画の全体構成案を

示すとともに、１０ページ以降の資料３で新たな計画の各論部分のたた

き台を示し、委員会では本資料を中心にご議論いただいたところです。

次に３５ページをお開きください。こちらは先行して策定作業が進め

られています、新たな県の長期計画素案の教育関係部分を抜粋したもの

となっています。１０ページ以降の各論部分のたたき台を作成するに当

たりましては、県長計素案の政策施策体系に合わせることで、県長計と

教育長計の対応関係を明確化させたところです。
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それでは報告資料をお開きください。委員の主なご意見について説明

いたします。Ｎｏ１から６までが学力に関するご意見です。

Ｎｏ１についてですが、「思考力・判断力・表現力」を育成するに当

たっては積極的にＩＣＴ活用を図る必要があるとのご意見です。こちら

については、各論部分に既に関連の記述を盛り込んでいることから対応

済みという整理をさせていただきたいと考えています。Ｎｏ２について

ですが、学びへの自発的な欲求や意欲につながる、想像力や創造力の育

成が必要であるとのご意見です。こちらについては、「思考力・判断力

・表現力等」の中に含まれる力であると整理できると考えています。Ｎ

ｏ３から６までは、アクティブラーニングに関わるものです。Ｎｏ３に

ついては、アクティブラーニングに関する記述についてもう少し加筆で

きないかというご意見です。こちらについては、第２回委員会に向けて

新たに総論部分を作成いたしますので、総論の中でもアクティブラーニ

ングについて触れていきたいと考えています。Ｎｏ４から６は、アクテ

ィブラーニング導入との関係で授業時間をやりくりする必要がでてくる

のではないかというご意見です。県教育委員会としては、授業の中で「知

識・技能」と「思考力・判断力・表現力」の双方を育成するのは当然で

あり、時間的な制約についてはメリハリをつけるなど、授業の工夫で対

応可能という、Ｎｏ５のご意見と同じスタンスに立つものと考えていま

す。

Ｎｏ７と８は体力に関するご意見です。Ｎｏ７は、体育専科教員は著

しい成果を挙げていることから、全校配置を検討してはどうかというご

意見です。こちらについては、体育専科教員配置校の成果を説明した上

で、財政的制約もあり、全校配置について記述することは困難である旨、

委員会の場で回答済みです。

Ｎｏ９は体験活動に関するもので、本物に触れさせる機会の充実が必

要であるとのご意見です。こちらについては、趣旨をなんらかの形で反

映していきたいと考えています。

Ｎｏ１０は主権者教育に関するもので、選挙権年齢が１８歳以上に引

き下げられたことを受け主権者教育についての記述も必要ではないかと

いうご意見です。こちらについては、社会的関心も高まっており、実際

に県教育委員会としての対応も求められますので、なんらかの記述を検

討していきたいと考えています。

Ｎｏ１１、１２は、いじめ・不登校に関するもので、ＳＮＳの活用や

大人への啓発も必要ではないかというご意見、Ｎｏ１３、１４は、幼児

教育に関するもので、Ｎｏ１３の幼稚園教育要領に基づく実践が重要で

あるとのご意見は、その趣旨を反映したいと考えています。Ｎｏ１５、

１６は、教員の選考の在り方や負担軽減に関するご意見、Ｎｏ１７は魅

力ある高校づくりに関するご意見です。



- 7 -

Ｎｏ１８は、子どもの貧困に関するご意見です。子どもの貧困対策に

ついては、社会的関心も高く、県教育委員会としての対応も求められる

ことから、第１章総論部分で記述を設けるとともに、各論部分でも新た

に奨学金や高校就学支援金に関する記述を設けたいと考えています。

Ｎｏ１９から２１は、計画の検証・評価に関するもので、数値目標を

書き込むべき等のご意見をいただきました。こちらについては、第２回

委員会に向けて数値目標を整理するとともに、計画のフォローアップの

関連についても資料を準備し、提示したいと考えています。

以上でございます。

（工藤教育長）

ただ今説明のありました報告につきまして、ご質問・ご意見等のある

方はお願いします。

（松田委員）

Ｎｏ１４の幼児教育ついてです。「幼児教育と保育は異なるもの」と

ありますが、国は認定こども園の教育課程を教育・保育課程として、一

つの施設で保育を基盤とした教育を実施することを打ち出しています

し、幼稚園教育、保育所保育、こども園保育・教育を一体的に考え、新

しい計画には国の方針に沿った記述を盛り込む必要があると思います。

（林職務代理者）

国は大学入試改革を実施する方針を打ち出していますが、対応する記

述を盛り込む予定はあるのでしょうか。

（岩武参事監兼高校教育課長）

大学入試改革は、高大接続改革として高校教育改革、大学教育改革と

一体的に検討が進められていますので、これらのことは総論の中で触れ

つつ、具体的な取組として、高大接続改革を見据えた課題発見・解決に

向けた生徒の主体的・協働的な学びなど授業改善の方向性について記述

をしていきたいと考えています。

（高橋委員）

Ｎｏ８の、「礼儀作法や周囲への気配りを身に付ける上でも武道が効

果的。近年、スポーツ少年団の加入者が減っており、スポーツ少年団の

在り方も考えるべき。」との意見についてですが、今後は武道教育を他

の競技にも取り入れていくということになるのでしょうか。

（井上体育保健課体育・スポーツ振興監）

子どもの運動習慣の確立のためには、武道教育を含めた幼児期からの
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支援やスポーツ少年団への支援が重要であると考えていますので、武道

教育を活用したスポーツ少年団の質の向上など、今後記述を検討したい

と思います。

（高橋委員）

礼節や礼儀作法はまずは家庭からだと思います。スポーツ少年団にも

色々な団体がありますし、礼節や礼儀作法を身に付けさせる役割をスポ

ーツ少年団のみに頼るのではなく、日常の学校環境や武道教育など教育

全体で考えるべきだと思います。

（松田委員）

Ｎｏ７の全ての学校に体育専科教員を配置すべきとの意見ですが、小

学校では、専科ではありませんが、分掌により体育の主となる教員を決

めているはずなので、全校配置までは必要ないのではないかと思います。

（工藤教育長）

今後計画委員会の意見をどう反映していくかをしっかりと検討してま

いります。

②全九州高等学校体育大会及び第３５回九州ブロック大会夏季大会の結果につ

いて

（工藤教育長）

次に、報告第２号「全九州高等学校体育大会及び第３５回九州ブロッ

ク大会夏季大会の結果について」井上体育保健課体育・スポーツ振興監

から報告いたします。

（井上体育保健課体育・スポーツ振興監）

それでは、２つの大会について報告いたします。

まず、資料１ページの平成２７年度全九州高校体育大会結果の概要を

ご覧ください。「１ 開催期日」及び「２ 開催県及び実施競技数等」

につきまして、６月１１日（木）から７月２０日（月）にかけて、３４

競技が九州８県で分担して開催されました。本県では、ハンドボール競

技、テニス競技、卓球競技の３競技が開催されました。なお、ライフル

射撃につきましては、全九州高校体育大会の実施種目ではありませんが、

毎年の本県の競技力を比較する上で成績に反映させています。

「３ 成績」につきましては、「（１）」の表の上段にはベスト４以上

に入賞した種目数を記載しています。下段は、昨年度の数です。まず、

団体の１位（優勝）は、８種目で昨年度より７種目増えました。２位は

３種目と昨年度より数を落としていますが、１位が増えたことによるも
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のです。３位は昨年度と同数、４位は少し増えまして、合計では、昨年

度を２つ上回る２６種目でした。次に個人の１位は２４種目で、昨年度

よりやや減少しています。その分、２位は２６種目で９種目の増でした。

３位も昨年の倍と大きく数を伸ばし、合計では、昨年度を２４上回る１

１１種目でした。「（２）」には優勝しました競技種目を記載しています

が、団体では、バレーボール女子の東九州龍谷高校、ハンドボール男子

の大分雄城台高校、テニス男子の大分舞鶴高校、水球の大分商業高校な

ど、７競技８種目でした。個人では、陸上競技が５種目、ボートが４種

目、フェンシング４種目、ライフル射撃３種目など、合計では８競技２

４種目でした。なお、ベスト４以上の詳細な記録につきましては、資料

の２ページから４ページに記載していますので、ご覧いただきたいと思

います。

昨年度は、高校生の競技力がやや低下していましたことから、県体育

協会と連携して重点的な選手強化を行ってまいりました。その成果が少

しずつ出てきたのではないかと考えています。

「４」には、今後の大会を記載していますが、本日２８日からインタ

ーハイが近畿２府４県で始まっています。昨年度を上回る成績を期して、

落合教育次長、蓑田体育保健課長が現地に応援に行っているところです。

次に、一昨日の７月２６日（日）に終了しました、本年の和歌山国体

の代表権を争った第３５回九州ブロック大会夏季大会の結果につきまし

て報告いたします。

資料の５ページをご覧ください。九州ブロック大会夏季大会は本県を

主会場として１０競技が実施されました。この表は、九州各県の代表権

獲得一覧です。表の下段、欄外に☆印を付けていますが、本県が獲得し

ました代表権数は、昨年を３つ上回る２６種目でした。表中の丸数字は

各競技種目毎の通過順位を示しており、本県は１位通過が９種目で、こ

れも昨年より１つ数を伸ばしています。ただ、昨年国体を開催した長崎

県が競技力を維持しており、カヌーやボート競技をはじめ、多くの代表

権を獲得しています。カヌー少年男子で獲得数を伸ばせなかったことは

残念ではありますが、夏季大会で代表権を獲得した競技種別の一層の強

化と８月２１日から始まります秋季大会に向けて集中していきたいと思

います。秋季大会は本国体で入賞すれば大量得点につながる団体競技が

多くありますので、これまで以上に気を引き締めて臨みたいと思います。

５ページの一番下に秋季大会の日程を、また、資料の一番後ろにチラシ

を付けています。教育委員の皆様方におかれましても熱いご声援をよろ

しくお願いいたします。

以上でございます。

（工藤教育長）

全九州高等学校大会の個人優勝について説明した内容と資料１ページ
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記載の数が違いますが、間違いではありませんか。

（井上体育保健課体育･スポーツ振興監）

大変失礼致しました。古い資料が添付されていましたので、次のよう

に訂正をさせていただきます。個人優勝の１位は変更ありません。２位

の数は２６です。３位は４４、４位は１７、合計は１１１となります。

（工藤教育長）

その他、ご質問、ご意見等のある方はお願いします。

（松田委員）

国体での１０位台奪還についてはどうですか。

（井上体育保健課体育･スポーツ振興監）

本年の国体に向けましては、「一致団結！チーム大分！１０位台」の

スローガンのもと、各競技で１０位台の奪還に向けて選手強化をしてい

ます。本県の競技力は、成年の部を構成する企業チーム等が少ない分、

少年の部の活躍が目標達成の鍵を握っています。そのためにも、本日か

ら始まったインターハイで好成績を収めてもらいたいと思っています。

（工藤教育長）

１０位台の奪還を目指して頑張っていきたいと思います。

（松田委員）

わかりました。

（工藤教育長）

それでは、その他、何かございませんか。

ないようですので、これで平成２７年度第９回教育委員会会議を閉会

します。

お疲れ様でした。



平成27年度第9回大分県教育委員会会議次第

日時 平成２７年７月２８日（火）

１３：０５～１３：４０

場所 教育委員室

１ 開 会

２ 署名委員の指名

３ 議 題

（１）議 案

第１号議案 教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価の実施

方針について

（２）報 告

①大分県長期教育計画の策定について

②全九州高等学校体育大会及び第３５回九州ブロック大会夏季大会の結果

について

（３）その他

４ 閉 会



第
一
号
議
案

教
育
に
関
す
る
事
務
の
管
理
及
び
執
行
の
状
況
の
点
検
及
び
評
価
の
実
施
方
針
に
つ
い
て

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
二
十
六
条

の
規
定
に
基
づ
き
、
教
育
に
関
す
る
事
務
の
管
理
及
び
執
行
の
状
況
の
点
検
及
び
評
価
を
行
う
に
当
た
り
、

そ
の
実
施
方
針
を
定
め
る
。

平
成
二
十
七
年
七
月
二
十
八
日
提
出

大
分
県
教
育
委
員
会
教
育
長

工

藤

利

明

提
案
理
由

教
育
の
振
興
の
た
め
の
施
策
に
関
す
る
基
本
的
な
計
画
の
策
定
等
を
行
う
大
分
県
長
期
教
育
計
画
委
員

会
の
設
置
等
に
伴
い
、
従
前
の
実
施
方
針
を
廃
止
し
、
新
た
な
実
施
方
針
を
定
め
た
い
の
で
提
案
す
る
。

［第１号議案］
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平成２７年７月２８日

教育に関する事務の管理及び執行の状況の
点検及び評価の実施方針（案）

（目的）

第１条 この方針は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６

２号。以下「法」という。）第２６条の規定に基づいて、大分県教育委員会（以下「教

育委員会」という。）が行う教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等

の実施に関して必要な事項を定める。

（点検・評価の実施時期）

第２条 法第２６条第１項に規定する点検及び評価（以下「点検・評価」という。）は、

前年度の管理及び執行状況を対象に、４月から９月までの間において行う。

（点検・評価の項目及び指標）

第３条 点検・評価の項目及び指標は、教育の振興のための施策に関する基本的な計画に

おける項目及び指標とする。ただし、別に点検・評価が必要と認められる項目及び指標

がある場合は、これを加える。

（点検・評価結果の方式）

第４条 法第２６条第２項に規定する知見の活用については、大分県長期教育計画委員会

の委員の知見の活用とする。

２ 点検・評価を行うに当たっては、各課・室が調書を作成し、教育改革・企画課がとり

まとめる。

３ 教育委員会は点検・評価の調書を踏まえ、点検・評価の総括を行い、その結果に関す

る報告書（以下「点検・評価結果報告書」という。）を決定する。

（議会への報告書の提出）

第５条 点検・評価結果報告書は、県議会に提出する。

（報告書の公表）

第６条 点検・評価結果報告書は、県議会に提出した後、教育委員会のホームページで公

表する。

（点検・評価結果の反映）

第７条 点検・評価の結果については、教育行政に適切に反映させ、教育行政の運営の効

率化及び質の向上を図る。

（その他）

第８条 この方針に定めるもののほか、点検・評価の実施に関し必要な事項は、教育長が

定める。

附 則

１ この実施方針は、教育委員会の議決の日から施行する。

２ 教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価の実施方針（平成２２年７月

２７日大分県教育委員会決定）は、廃止する。

［第１号議案］
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教
育
に
関
す
る
事
務
の
管
理
及
び
執
行
の
状
況
の
点
検
及
び
評
価
の
実
施
方
針
（
案
）
に
つ
い
て

新
旧

教
育
に
関
す
る
事
務
の
管
理
及
び
執
行
の
状
況
の
点
検
及
び

教
育
に
関
す
る
事
務
の
管
理
及
び
執
行
の
状
況
の
点
検
及
び

評
価
の
実
施
方
針

評
価
の
実
施
方
針

（
目
的
）

（
目
的
）

第
１
条

こ
の
方
針
は
、
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
３
１
年
法
律
第
１
第
１
条

こ
の
方
針
は
、
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
３
１
年
法
律
第
１

６
２
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
２
６
条
の
規
定
に
基
づ
い
て
、
大
分
県
教
育
委
員
会
（
以
下
「
教

６
２
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
２
７
条
の
規
定
に
基
づ
い
て
、
大
分
県
教
育
委
員
会
（
以
下
「
教

育
委
員
会
」
と
い
う
。
）
が
行
う
教
育
に
関
す
る
事
務
の
管
理
及
び
執
行
の
状
況
の
点
検
及
び
評
価
等

育
委
員
会
」
と
い
う
。
）
が
行
う
教
育
に
関
す
る
事
務
の
管
理
及
び
執
行
の

点
検
及
び
評
価
等

の
実
施
に
関
し
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
。

の
実
施
に
関
し
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
。

（
点
検
・
評
価
の
実
施
時
期
等
）

（
点
検
・
評
価
の
実
施
時
期
等
）

第
２
条
法
第
２
６
条
第
１
項
に
規
定
す
る
点
検
及
び
評
価
（
以
下
「
点
検
・
評
価
」
と
い
う
。
）
は
、
第
２
条
法
第
２
７
条
第
１
項
に
規
定
す
る
点
検
及
び
評
価
（
以
下
「
点
検
・
評
価
」
と
い
う
。
）
は
、

前
年
度
の
管
理
及
び
執
行
状
況
を
対
象
に
、
４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
間
に
お
い
て
行
う
。

前
年
度
の
管
理
及
び
執
行
状
況
を
対
象
に
、
４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
間
に
お
い
て
行
う
。

（
点
検
・
評
価
の
項
目
及
び
指
標
）

（
点
検
・
評
価
の
項
目
及
び
指
標
）

第
３
条

点
検
・
評
価
の
項
目
及
び
指
標
は
、
教
育
の
振
興
の
た
め
の
施
策
に
関
す
る
基
本
的
な
計
画
第
３
条

点
検
・
評
価
の
項
目
及
び
指
標
は
、
新
大
分
県
総
合
教
育
計
画
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
事
業
の
項

に
お
け
る
項
目
及
び
指
標
と
す
る
。
た
だ
し
、
別
に
点
検
・
評
価
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
項
目
及
び

目
及
び
指
標
と
す
る
。
た
だ
し
、
別
に
点
検
・
評
価
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
項
目
及
び
指
標
が
あ
る

指
標
が
あ
る
場
合
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

場
合
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

（
点
検
・
評
価
結
果
の
方
式
）

（
点
検
・
評
価
結
果
の
方
式
）

第
４
条

法
第
２
６
条
第
２
項
に
規
定
す
る
知
見
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
大
分
県
長
期
教
育
計
画
委
員
第
４
条

法
第
２
７
条
第
２
項
に
規
定
す
る
知
見
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
新
大
分
県
総
合
教
育
計
画
フ

会
の
委
員
の
知
見
の
活
用
と
す
る
。

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
委
員
会
の
委
員
の
知
見
の
活
用
と
す
る
。

２
点
検
・
評
価
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
各
課
・
室
が
調
書
を
作
成
し
、
教
育
改
革
・
企
画
課
が
と
２

点
検
・
評
価
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
各
課
・
室
が
調
書
を
作
成
し
、
教
育
改
革
・
企
画
課
が
と

り
ま
と
め
る
。

り
ま
と
め
る
。

３
教
育
委
員
会
は
点
検
・
評
価
の
調
書
を
踏
ま
え
、
点
検
・
評
価
の
総
括
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
関
３

教
育
委
員
会
は
点
検
・
評
価
の
調
書
を
踏
ま
え
、
点
検
・
評
価
の
総
括
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
関

す
る
報
告
書
（
以
下
「
点
検
・
評
価
結
果
報
告
書
」
と
い
う
。
）
を
決
定
す
る
。

す
る
報
告
書
（
以
下
「
点
検
・
評
価
結
果
報
告
書
」
と
い
う
。
）
を
決
定
す
る
。

（
議
会
へ
の
報
告
書
の
提
出
）

（
議
会
へ
の
報
告
書
の
提
出
）

第
５
条
点
検
・
評
価
結
果
報
告
書
は
、
県
議
会
に
提
出
す
る
。

第
５
条
点
検
・
評
価
結
果
報
告
書
は
、
県
議
会
に
提
出
す
る
。

（
報
告
書
の
公
表
）

（
報
告
書
の
公
表
）

第
６
条

点
検
・
評
価
結
果
報
告
書
は
、
県
議
会
に
提
出
し
た
後
、
教
育
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
第
６
条

点
検
・
評
価
結
果
報
告
書
は
、
県
議
会
に
提
出
し
た
後
、
教
育
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
表
す
る
。

公
表
す
る
。

（
点
検
・
評
価
結
果
の
反
映
）

（
点
検
・
評
価
結
果
の
反
映
）

第
７
条

点
検
・
評
価
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
教
育
行
政
に
適
切
に
反
映
さ
せ
、
教
育
行
政
の
運
営
の
第
７
条

点
検
・
評
価
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
教
育
行
政
に
適
切
に
反
映
さ
せ
、
教
育
行
政
の
運
営
の

効
率
化
及
び
質
の
向
上
を
図
る
。

効
率
化
及
び
質
の
向
上
を
図
る
。

（
そ
の
他
）

（
そ
の
他
）

第
８
条

こ
の
方
針
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
点
検
・
評
価
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
教
育
長
第
８
条

こ
の
方
針
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
点
検
・
評
価
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
教
育
長

が
定
め
る
。

が
定
め
る
。

附
則

（
新
設
）

１
こ
の
実
施
方
針
は
、
教
育
委
員
会
の
議
決
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
教
育
に
関
す
る
事
務
の
管
理
及
び
執
行
の
状
況
の
点
検
及
び
評
価
の
実
施
方
針
（
平
成
２
２
年
７

月
２
７
日
大
分
県
教
育
委
員
会
決
定
）
は
、
廃
止
す
る
。

［第１号議案］
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教育事務の点検・評価関係法令 

 

○地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号） 

 

(教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等) 

第２６条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務(前条第１項の規定によ

り教育長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務(同条第４項の

規定により事務局職員等に委任された事務を含む。)を含む。)の管理及び執

行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、

これを議会に提出するとともに、公表しなければならない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たつては、教育に関し学識

経験を有する者の知見の活用を図るものとする。 

 

(事務の委任等) 

第２５条 教育委員会は、教育委員会規則で定めるところにより、その権限に

属する事務の一部を教育長に委任し、又は教育長をして臨時に代理させるこ

とができる。 

２ 前項の規定にかかわらず、次に掲げる事務は、教育長に委任することがで

きない。 

一 教育に関する事務の管理及び執行の基本的な方針に関すること。 

二 教育委員会規則その他教育委員会の定める規程の制定又は改廃に関する

こと。 

三 教育委員会の所管に属する学校その他の教育機関の設置及び廃止に関す

ること。 

四 教育委員会及び教育委員会の所管に属する学校その他の教育機関の職員

の任免その他の人事に関すること。 

五 次条の規定による点検及び評価に関すること。 

六 第２９条に規定する意見の申出に関すること。 

３ 教育長は、教育委員会規則で定めるところにより、第１項の規定により委

任された事務又は臨時に代理した事務の管理及び執行の状況を教育委員会に

報告しなければならない。 

４ 教育長は、第１項の規定により委任された事務その他その権限に属する事

務の一部を事務局の職員若しくは教育委員会の所管に属する学校その他の教

育機関の職員(以下この項及び次条第１項において「事務局職員等」という。)

に委任し、又は事務局職員等をして臨時に代理させることができる。 

 

 

［第１号議案］

-4-



 

点検・評価にかかる施行通知等 

 

（１）「地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律につ

いて（通知）」 （平成１９年７月３１日付け文部科学事務次官通知） 

 

 ○現在、すでに各教育委員会において、教育に関する事務の管理及び執行の

状況について自ら点検及び評価を行い、その結果を議会に報告するなどの

取組を行っている場合には、その手法を活用しつつ、適切に対応すること。 

 ○点検及び評価を行う際、教育に関し学識経験を有する者の知見の活用を図

ることについては、点検及び評価の客観性を確保するためのものであるこ

とを踏まえ、例えば、点検及び評価の方法や結果について学識経験者から

意見を聴取する機会を設けるなど、各教育委員会の判断で適切に対応する

こと。 

 

 

（２）「地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律の施

行に向けた留意点について（情報提供）」（平成１９年１２月３日付け文科

省初等中等教育企画課教育委員会係事務連絡） 

 

 ○改正地教行法の施行は平成２０年４月１日であり、また法第２７条第２項

において点検及び評価は毎年行うこととされているため、平成２０年度中

に点検及び評価を実施し、議会へ報告及び公表を行うことが必要。 

 ○実施の時期については、例えば前年度の取組状況の評価を６月あるいは９

月議会に報告することや、当該年度の取組状況の評価を３月議会に報告す

ることも考えられる。 

 ○点検・評価の具体的な項目や指標について、国が基準を定める予定はない。 

 ○点検・評価の具体的な項目や指標、議会への報告や公表方法などについて

は、各教育委員会の実情を踏まえて決定し、議会や地域住民等の指摘を受

けて改善していくことが期待される。 

 ○教育に関し学識経験を有する者の知見を活用することについては、点検・

評価について客観性を確保するためのもので、どのような学識経験者の知

見を活用するか、どのような形で活用するかについては、各教育委員会の

工夫で行うが、例えば、評価方法や結果について学識経験者の意見を聴取

する機会を設けるなどの活用が考えられる。 

 ○「学識経験者」については、あくまでも客観性を確保するという趣旨のも

ので、教育委員や現職教員・事務局職員等でない者で、公正な意見を述べ

［第１号議案］
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ることが期待できる者であればよく、教員経験者や大学の研究者などの教

育についての専門家である必要はない。 

 ○今回法律で規定された教育委員会の点検・評価は、①毎年、②教育長以下

事務局職員等に委任された事務を含む教育委員会の権限に属する事務の管

理・執行の状況について、③外部の学識経験者の知見を活用しつつ、点検

及び評価を行うこととし、④その結果に関する報告書を作成し、議会に提

出するとともに、公表しなければならない。この①～④の事項を含む点検・

評価を行っている場合は、それに加え新たな制度を設ける必要はない。 

 ○点検・評価の内容等については、報告を受ける議会や地域住民の意見を踏

まえて、随時改善していくことが期待される。 

［第１号議案］
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平成２７年度全九州高等学校体育大会の結果等について（概要） 

 
１ 開催期日 
   平成２７年６月１１日（木）～７月２０日（月） 
 
２ 開催県及び実施競技数等 
   九州８県で自転車競技など３４競技を分担開催                            
    大分県開催：ハンドボール、テニス、卓球（３競技） 
     ＊ライフル射撃は､全九州高校体育大会では未実施｡九州高校ライフル射撃選手権大会の成績を記載 
 
３ 成績                         
   （１）ベスト４以上の競技種目数                   ＊下段は昨年度 

区 分 １ 位 ２ 位 ３ 位 ４ 位 合 計 
団 体

 

 
８ ３ １０ ５   ２６ 
１ １１ １０ ２    ２４ 

個 人
 

 
２４ ２６ ４４ １７  １１１ 
３１ １７ ２２ １７    ８７ 

                                               
   （２）優勝競技 
   【 団 体 】７競技８種目 
        バレーボール（女子）   東九州龍谷高校 
         ハンドボール（男子）   大分雄城台高校 
     テニス（男子）      大分舞鶴高校 
         水球           大分商業高校 
         陸上競技（男子学校対抗） 楊志館高校 
     ヨット（女子学校対抗）  別府青山高校 
     ライフル射撃（男子ＡＲ） 由布高校 
     ライフル射撃（男子ＢＲ） 由布高校 
 
   【 個 人 】８競技２４種目 
         陸上競技（５種目）、ボート（４種目）、フェンシング（４種目）、 
         水泳・競泳（４種目）、ライフル射撃（３種目）、ヨット（２種目）、 
     なぎなた（１種目）、空手道（１種目） 
 
４ 今後の大会 
 （１）全国高等学校総合体育大会（インターハイ） 
         ７月２８日（火）～８月２０日（木）  
     和歌山県、京都府、大阪府、兵庫県、滋賀県、奈良県（２府４県） 
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【　団体の部　】 NO.1

NO. 順位 学　校　名

1 陸上競技 男子学校対抗 楊志館高等学校

2 テニス 男子 大分舞鶴高等学校

3 バレーボール 女子 東九州龍谷高等学校

4 ハンドボール 男子 大分雄城台高等学校

5 ヨット 女子学校対抗 別府青山高等学校

6 水球 男子団体 大分商業高等学校

7 男子　AR団体 由布高等学校

8 男子　BR団体 由布高等学校

9 ハンドボール 女子 大分高等学校

10 ソフトテニス 女子団体 明豊高等学校

11 登山 女子団体 竹田高等学校

12 アーチェリー 女子 大分東明高等学校

13 少林寺拳法 女子団体演武 玖珠美山高等学校

14 陸上競技 学校対抗 大分西高等学校

15 自転車 学校対抗 別商・翔青高等学校

16 女子　AR団体 東九州龍谷高等学校

17 女子　BR団体 由布高等学校

18 サッカー 男子 中津東高等学校

19 男子 大分工業高等学校

20 女子 大分商業高等学校

21 ハンドボール 男子 大分高等学校

22 サッカー 女子団体 柳ヶ浦高等学校

23 体操（競技） 女子団体 大分西高等学校

24 ヨット 男子学校対抗 別府青山高等学校

25 登山 男子団体 竹田高等学校

26 水泳 男子総合 大分雄城台高等学校

　平成２７年度　全九州高等学校体育大会入賞者（１位～4位）団体・個人選手成績一覧　

競技・種目

ライフル射撃

ライフル射撃

バレーボール

１位

４位

３位タイ

３位

２位
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　平成２７年度　全九州高等学校体育大会入賞者（１位～4位）団体・個人選手成績一覧　

【　個人の部　】 NO.1

NO. 順位 氏　　　名

1 女子　８００ｍ 首藤　紗英
2 女子　３０００ｍ 工藤　杏華
3 男子　４００ｍ 松清　和希 
4 男子　１１０ｍハードル 児玉　健太
5 男子　４×４００ｍリレー 清松・松清・児玉・加藤
6 男子　シングルスカル 高瀬　稜真
7 男子　ダブルスカル 神﨑・畠山・吉岡
8 女子　シングルスカル 大門　千紗
9 女子　ダブルスカル 村岡･佐藤・石松
10 女子　４２０級 赤嶺・丸山・清水・平野
11 女子　ＦＪ級 秋吉・帯刀・石川・白石
12 なぎなた 試合 園田　茉央
13 男子　個人フルーレ 上野　優斗
14 男子個人エペ 伊野　蒼汰
15 女子　個人エペ 小田　みはる
16 女子　個人サーブル 矢幡　侑菜
17 空手道 女子　個人形 尾関　栄麻菜
18 男子　１０ｍARＳ６０ＪＭ　 竹中　明成
19 男子　ＢＰ４０ＪＭ 工藤　湧士
20 女子　ＢＲＳ40ＪＷ 松尾　栞奈
21 男子400Ｍ個人メドレー 伊藤　海輝
22 男子２００M個人ﾒﾄﾞﾚｰ 伊藤　海輝
23 男子２００M平泳ぎ 浅井　拓実
24 女子１００Ｍバタフライ 清田　栞那
25 女子　走高跳 渡邉　智世
26 女子　砲丸投 加藤　 碧
27 女子　７種競技 岡野　知佳
28 男子　３０００ｍ障害 藤井　雄大
29 男子　三段跳 三浦　崇太郎
30 ５６ｋｇ級 内尾　友紀
31 ８５ｋｇ級 末松　昌己
32 男子　チームスプリント 小島・佐藤・田村・首藤
33 男子　スプリント 甲斐　俊祐
34 男子　４ｋｍ速度競走 長松　大祐
35 テニス 男子　シングルス 古賀　大貴
36 男子　ダブルスカル 後藤・衞藤・栗山
37 女子　シングルスカル 高野　晃帆
38 ヨット 女子　ＦＪ級 上園田・土谷・ラミレス・高橋
39 体操（新体操） 女子　個人総合 堀　七瀬
40 女子個人（４８ｋｇ級） 辻田　愛佳
41 女子個人（５７ｋｇ級） 山下　彩
42 男子個人（８１ｋｇ級） 下山　和哉
43 相撲 個人戦（無差別級） 間地 良太
44 フェンシング 男子　個人サーブル 松重　宗一郎
45 男子　１０ｍARＳ６０ＪＭ 竹本　貴俊
46 男子　ＢＰ４０ＪＭ 濱田　　黎
47 女子　１０ｍＳ40ＪＷ 髙橋　　笑
48 女子　ＢＰ４０ＪＷ 山田　　愛
49 男子１００Ｍ平泳ぎ 浅井　拓実
50 女子２００ｍバタフライ 清田　栞那
51 女子　１００ｍ 都甲　留愛
52 女子　４００ｍ 兒玉　彩希
53 女子　８００ｍ 日隈　彩美
54 女子　４００ｍハードル 兒玉　彩希
55 男子　２００ｍ 松清　和希
56 男子　５０００ｍ 伊東　颯汰

競技・種目

陸上競技

ボート

ヨット

フェンシング

ライフル射撃

水泳

陸上競技

ウエイトリフティング

自転車

２位

３位

１位

ボート

柔道

ライフル射撃

水泳

陸上競技
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　平成２７年度　全九州高等学校体育大会入賞者（１位～4位）団体・個人選手成績一覧　

【　個人の部　】 NO.2

NO. 順位 氏　　　名

57 女子　個人総合 日名子　蓮

58 女子個人クラブ 日名子　蓮
59 女子個人ボール 日名子　蓮
60 体操（競技） 女子個人（平均台） 矢野　朱音
61 ６２ｋｇ級　トータル 川野　雅弥
62 ９４ｋｇ級　トータル 石川　聡一郎
63 ＋１０５ｋｇ級　トータル 田原　祐貴也
64 ４ｋｍチーム・パーシュート 藤内・廣瀬・甲斐・長松
65 １ｋｍタイムトライアル 甲斐　俊祐
66 ３ｋｍインディヴィデュアル・パーシュート 中山　駿
67 スクラッチ 藤内　総志
68 カヌー 男子 スプリント・カナディアンペア（500ｍ） 柚野・橋本
69 男子　 シングルスカル 佐藤　雄大
70 男子　舵手つきクォドルプル 小田・奥谷・末次・佐々木・石松・梶原・活田

71 男子　１０ｍARＳ６０ＪＭ 高野　和也
72 男子　ＢＲＳ６０ＪＭ 清藤　俊文
73 フェンシング 男子　個人エペ 奥武　大輔
74 水泳 男子400Ｍメドレーリレー 伊東・浅井・松尾・小野
75 男子１２０ｋｇ級 武藤　翔吾
76 女子４６ｋｇ級 大鶴　月詩
77 女子６５ｋｇ級 高橋　紗織
78 女子個人（５７ｋｇ級） 吉成　沙也加
79 男子個人（６６ｋｇ級） 清永　大輝
80 男子個人（＋100ｋｇ級） 中島　大貴
81 男子個人（＋100ｋｇ級） 工藤　祐輝
82 ﾗｲﾄｳｪﾙﾀｰ級（Ａ） 庄　　力也
83 ウェルター級（Ａ） 副　　雅和
84 ミドル級（Ａ） 小野　瞬也
85 個人戦（８０ｋｇ未満） 三笘慶大
86 個人戦（８０ｋｇ～１００ｋｇ未満） 安部　千紘 
87 個人戦（無差別級） 梅木竜治郎
88 男子　ダブルス 古賀 ・合戸
89 女子　ダブルス 大瀨良・三上
90 女子　ダブルス 野田 ・藤川
91 女子　シングルス 大瀨良　百華
92 男子　シングルス 横尾　淳司
93 演技 甲斐･園田
94 演技 川野・清水
95 女子　１５００ｍ 工藤　杏華
96 女子　４×１００ｍリレー 竹下・都甲・松屋・大平
97 女子　走幅跳 宮地　海希
98 男子　棒高跳 松崎　央雅
99 男子　砲丸投 有村　秀充
100 ５３ｋｇ級　トータル 本浪　智也
101 ７７ｋｇ級　トータル 友永　大地
102 カヌー 男子　ｽﾌﾟﾘﾝﾄ・ｶﾔｯｸﾌｫｱ（500ｍ） 瀧田・幸・中村・島袋
103 ヨット 男子　ＦＪ級 山口・緒方・黒石・岩下
104 ボート 女子　ダブルスカル 濱田　・椋本　
105 少林寺拳法 女子単独演武（自由） 角田　実優
106 男子　ＢＲＳ６０ＪＭ 倉住　豊富
107 男子　ＢＰ４０ＪＭ 溝口　剛史
108 女子　ＢＰ４０ＪＷ 高椋　円香
109 個人フルーレ 石井　魁
110 男子　個人サーブル 工藤　孝太郎
111 水泳 男子２００M個人ﾒﾄﾞﾚｰ 伊東　裕貴

競技・種目

４位

３位タイ

なぎなた

陸上競技

ウエイトリフティング

ライフル射撃

フェンシング

レスリング

柔道

ボクシング

相撲

テニス

ウエイトリフティング

自転車

ボート

３位

体操（新体操）

ライフル射撃
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Ｈ２７ Ｈ２６
少年男子 水　球 3 ③ ② ③ ①
少年女子 ｼﾝｸﾛﾅｲｽﾞﾄﾞｽｲﾐﾝｸﾞ 2 ① ②

4 ③ ③ ③ ② ①
4 ① ③ ② ② ③

舵手付きﾌｫｱ 3 ② ① ③
ｼﾝｸﾞﾙｽｶﾙ 3 ③ ② ① ①

舵手付きｸｫﾄﾞﾙﾌﾟﾙ 3 ③ ① ②
ﾀﾞﾌﾞﾙｽｶﾙ 2 ① ②
ｼﾝｸﾞﾙｽｶﾙ 3 ③ ① ② ①

舵手付きｸｫﾄﾞﾙﾌﾟﾙ 3 ② ① ③
ﾀﾞﾌﾞﾙｽｶﾙ 3 ① ② ① ③
ｼﾝｸﾞﾙｽｶﾙ 3 ③ ① ① ②

舵手付きｸｫﾄﾞﾙﾌﾟﾙ 4 ④ ② ① ③
ﾀﾞﾌﾞﾙｽｶﾙ 2 ① ② ①
ｼﾝｸﾞﾙｽｶﾙ 3 ② ① ③

成年男子 競　技 2 ② ①
成年女子 競　技 1 ①
少年男子 競　技 4 ④ ① ③ ②

競　技 4 ③ ② ④ ① ④
新体操 5 ③ ② ④ ① ② ⑤

13 ○ ○ ○ ○ ○ ○
11 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

個　人 12 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
団　体 2 ○ ○

3 ② ① ③ ②
3 ① ② ③
2 ② ①

ｽﾗﾛｰﾑｶﾔｯｸｼﾝｸﾞﾙ 4 ② ① ① ④ ③
ﾜｲﾙﾄﾞｳｫ-ﾀ-ｶﾔｯｸｼﾝｸﾞﾙ 3 ③ ① ② ③
ｽﾗﾛｰﾑｶﾔｯｸｼﾝｸﾞﾙ 3 ③ ② ①
ﾜｲﾙﾄﾞｳｫ-ﾀ-ｶﾔｯｸｼﾝｸﾞﾙ 3 ① ③ ② ③
ｶﾔｯｸｼﾝｸﾞﾙ 4 ② ① ③ ④
ｶﾅﾃﾞｨｱﾝｼﾝｸﾞﾙ 4 ② ③ ④ ① ②

成年女子 ｶﾔｯｸｼﾝｸﾞﾙ 3 ① ③ ②
ｶﾔｯｸｼﾝｸﾞﾙ 5 ④ ② ⑤ ① ③
ｶﾔｯｸﾍﾟｱ 2 ① ②
ｶﾔｯｸﾌｫｱ 2 ② ①

ｶﾅﾃﾞｨｱﾝｼﾝｸﾞﾙ 5 ③ ② ⑤ ④ ① ①
ｶﾅﾃﾞｨｱﾝﾍﾟｱ 2 ① ②
ｶﾔｯｸｼﾝｸﾞﾙ 4 ③ ① ④ ②
ｶﾔｯｸﾍﾟｱ 2 ② ①

3 ② ③ ③ ①
3 ② ① ① ③
2 ① ② ②
2 ② ② ①
5 ② ④ ③ ① ② ⑤
4 ① ③ ② ④
4 ② ④ ③ ①
3 ① ② ③

ゴ ル フ 5 ⑤ ③ ② ④ ①

10 6 10 6 10 9 5 6 5

26 17 33 27 26 23 12 16 10 ☆

10 6 8 9 7 10 5
33 20 27 27 21 21 12

平成２７年度国民体育大会第３５回九州ブロック大会（大分大会）
代表権獲得一覧表（夏季大会）

全日程終了

競技名 種別・種目

代
表
権
数

福
　
岡

佐
　
賀

長
　
崎

熊
　
本

沖
　
縄

大
　
分

宮
　
崎

鹿
児
島

水 泳

テ ニ ス
成年男子
成年女子

体 操

少年女子

ボ ー ト

成年男子

成年女子

少年男子

少年女子

馬 術

成年男子
成年女子

少年

山 岳
成年女子
少年男子
少年女子

カ ヌ ー

成年男子

成年女子

成年男子

少年男子

少年女子

ボウリング

成年男子
成年女子
少年男子
少年女子

空 手 道

成年男子
成年女子
少年男子
少年女子

第３５回九州ブロック大会秋季大会
　　　　 ８月２１日（金）～８月２７日（木）
　　　　　　　大分市･別府市･中津市･宇佐市･国東市･杵築市･臼杵市･津久見市･由布市･
　　　　　　　佐伯市･豊後大野市･日田市･玖珠町･九重町　（１２市２町）

少年男子

合   計
獲得競技数

代表権数

Ｈ２６実績
獲得競技数
代表権数

H25
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